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要　　旨
【目的】看護学臨地実習で取り上げられた学生の看護観に関する文献の動向と課題を明らかにする．【結果･考察】






















































｢看護学生 ｣を固定とし，｢看護観 ｣，｢臨地実習 ｣をキー
ワードとして検索した．絞り込み条件として，会議録を






















156 件，｢ 実習 ｣4094 件，次に，｢ 看護観 ｣and｢ 臨地




年次推移をみると，2001 年までは 0件，2002 年か

























































































ポートで記載された使用語を PASW Text Analytion for 
Surveys でカテゴリー化した後に点数化し，使用語の基
本集計およびクロス集計，χ2検定を行った．その結果，
学生は，｢ 看護の対象 ｣｢ 看護の目的 ｣｢ 精神的援助 ｣｢
療養上の世話 ｣｢ 症状・生体機能の管理 ｣｢ コミュニケー
ション ｣から看護を捉えていた．しかし，｢排泄 ｣｢ 与



























を通して，｢人として尊重する ｣，｢ 信頼関係を創る ｣，
｢ その人に合ったケアを探る ｣，｢ 苦痛をとる ｣，｢ 順調





































習前は，看護に対して，｢患者 ｣｢ 技術 ｣｢ コミュニケー
ション ｣｢ 知識 ｣ などを連想し，実習後は，看護に対し









































の方向性 ｣，｢対象の把握 ｣，｢看護の専門性 ｣，｢ヒュー
マンケアリング｣，｢健康の概念｣で分類した．実習後は，
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